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研究成果の概要（和文）：単なる英語運用能力を越えて国際場裡の問題を解決するために交渉・対話の場でリー
ダーシップを発揮して合意形成を先導していく実践的な能力と定義した国際交渉力をグローバル人材育成の重要
な要素と捉えて、その教材として活用されている模擬国連（MUN）に参加する異なる学生の変化を実証的に分析
し、国際交渉力の発達に相応しい学修環境の特徴を調査した。異なるMUNの比較や検証結果から国際交渉力の具
体的な学習評価指標を開発し、得られた評価指標をもとに合理的なグローバル教育の方向性や指針を示した。ま
た、国際教育ためのツールとして果たす潜在性を検証し、我が国の高等教育における具体的な役割や位置付けを
考察した。

研究成果の概要（英文）：Global negotiation skills, defined as, beyond mere English communication 
skills, the practical ability to lead consensus building by exercising leadership in negotiations 
and dialogues to solve problems in the international arena, are considered as an important component
 of global education. Model United Nations (MUN), which is used as one of its teaching materials, is
 investigated and its participating students empirically analyzed to understand a learning 
environment good for the development of global negotiation skills.Based on the comparison of 
different MUNs and analyses of data coming from participants, a concrete learning evaluation index 
for global negotiation was developed with the purpose to to provid a direction and guideline for 
rational global education. The potential of MUN as a tool for global education is also examined and 
its specific role in Japanese higher education is considered.

研究分野： 外国語教育
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
模擬国連が潜在的に持つ学修項目を｢スキル・テクニック｣、｢知識・理解｣、｢姿勢・価値観｣の３レベルで整理
し、具体的な27項目を抽出した。これらは国際交渉力を下支えする基本コンピテンシーであり、グローバル教育
でも重要な学修項目である。能力涵養のためには、交渉すべき内容を重視する学修と英語運用能力を主に訓練す
るスキル学修の両方が必要である。英語の語学教員よりも日常的に英語で交流できる外国人留学生の有用性や、
学術的に適切な内容重視学修を英語で担える教員の欠如が問題として浮上した。我が国における限られた教育資
本を有効活用するためにも今後の教員人事計画や国際化プログラムを考える上で考慮すべき点であろう。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
近年のグローバル人材育成への社会の関心の高まりの中、どのように学習項目を設定し、どの
ように教育成果を評価するかという点が曖昧なままグローバル教育が進展している現在、国際
交渉力の概念を中心にグローバル教育を捉え直す試みを行い、よりわかりやすい評価基準や指
針を提案した。具体的な教育実践として模擬国連(MUN)を活用した。 
 
２．研究の目的 
国際交渉力をグローバル人材育成の重要な要素と捉えて、その教材として活用されている MUN
に参加する異なる学生の変化を実証的に分析しながら、国際交渉力の発達に相応しい学修環境
の特徴を調査することを目指した。検証結果からグローバル教育における体系的な学習評価指
標を考案・開発し、得られた評価指標をもとに、合理的なグローバル教育の方向性や指針を社
会に提示することを目指した。また、国内外の異なる枠組みの模擬国連を比較しながら、MUN
が国際教育ために高大連携や学内連携のツールとして果たし得る潜在性を検証し、我が国にお
ける高等教育における MUN の具体的な役割や位置付けについて論じた。仮説として、①内容の
深い理解なしには国際交渉力は育たない、②スキルさえ訓練すれば国際交渉力が発達する。前
者が正しいければ、従来のディシプリン型教育は軽視さるべきではないことになり、後者が正
しいければ、学生の国際交渉力を伸ばすには体系的な英語コミュニケーション学習が必要だと
いう結論になる。この結論は学際型グローバル教育でカリキュラムポリシーを考えるにあたり
１つの指針になりうる。まとめると、研究の目的は、MUN を通して国際交渉力とは何か、どの
ように学び、どのような環境で教えるべきかを探り、グローバル人材育成で求められるべき学
修コンピテンスを具体化し、事業を進めるために教育環境をより良いものにしていくための指
針を示唆することが目的である。 
 
３．研究の方法 
以下の項目の調査研究を行った。①グローバル人材コンピテンスを事前に設定し、そのアンケ
ート調査を実施する。②代表演説やポジションペーパー等の収集が容易な言語データを主な分
析対象にする。③異なる種類の参加者を比較し、国際交渉力と学習環境の関連性を探る。④国
内外の異なる MUN を視察し、参加者の国際交渉力の観点から比較する。⑤MUN 参加を通して得
る学びを事後アンケートで調査する。これらは研究者個々の教育経験やアンケート調査、そし
てフィールドワークを通して得られる知見に基づき一定の仮説や結論を導き出すよう努めた。 
また、研究活動や焦点に体系性と順次性を担保するために、以下の共通する研究テーマを示し
た。①Learners' Profiles、②Learning Environment、③Learners' Competence、④Research 
Methodology for Global Education。新型コロナ感染症の余波で、一部の国際会議が中止・延
期などがまだ見られたため、2022 年度に一部の研究活動を延長した。また、対面に頼らないグ
ローバル教育の実践に関する新たな研究課題が生まれたが、時間が限られたため十分な研究が
実施されたとは言い難い。将来的に他の研究課題として扱われることを期待したい。 
 
４．研究成果 
１）Learners' Profiles 学修者プロフィール 
①参加者のバックグランド 
国内における MUN のひとつである TEMUN の参加者をバックグランド別に分類した。 
TEMUN 1 2 3 4 5 6 7 Total 
Undergraduates 25 22 43 30 44 64 83 311 (62.2%) 
Graduates 18 16 26 31 36 23 19 169 (33.5%) 
Others 0 0 0 6 0 14 10 30  (0.6%) 
TOTAL 43 38 69 67 80 101 112 505 

 
TEMUN 1 2 3 4 5 6 7 Total 

HSS 38 
88.4% 

31 
81.6% 

41 
62.1% 

37 
56.9% 

46 
57.4% 

58 
57.4% 

70 
62.5% 

321 
63.6%  

Humanities 19 9 14 22 16 16 29 125 
Social Sciences 19 22 27 15 30 42 41 196 

STEM 4 
9.3% 

6 
15.8% 

15 
22.7% 

26 
40.0% 

34 
42.5% 

27 
26.7% 

24 
21.4% 

136 
26.9% 

 
Life & Environmental 2 3 8 16 21 17 13 80 
Engineering & Technology 1 2 5 8 7 5 10 38 
Medical & Sports 1 1 2 2 6 5 1 18 

Others Multidisciplinary 1 1 10 
15.2% 

2 0 16 
15.8% 

18 
16.1% 

48 
9.5% 

TOTAL 
 

43 38 69 67 80 101 112 505 

 



TEMUN 1 2 3 4 5 6 7 Total 

International 27(62.8%) 19(50.0%) 31(47.0%) 49(72.3%) 59(73.8%) 70(69.3%) 69(61.6%) 316(63.8%) 
Japanese 16(37.2%) 19(50.0%) 35(53.0%) 18(27.7%) 21(26.3%) 31(30.7%) 41(38.4%) 182(36.2%) 
TOTAL 43 38 69 67 80 101 112 505 

まず、アカデミックレベルとして学部生が 62.2%、大学院生（修士・博士）が 33.5%となり、学
部生参加が６割を超えている。専門別では、人文社会系（HSS）が 63.6%、理工医学系（STEM）
が 26.9%と、人文社会系学生の参加が６割を超えている。文理融合のグローバル専攻が増加傾
向にある。次に外国人留学生が６割を超えている。外国人留学生には繰り返し参加するリピー
ターが含まれているが、日本人学生が繰り返し参加することはほとんどなかった。 
 
②期待する学修項目 
次に、参加を通して学修したいと思っている項目について MUN 開催前に事前アンケートを取っ
た。全体的に見ると、学部生はスキルを中心にした項目を学びたいと思っている一方、大学院
生は知識、スキル、態度の学修が同じように重要と考えているようで、僅かながら学修指向性
の違いが見られる。 
 Knowledge Skills Attitudes 
Undergraduate  31% 43% 23% 
Graduate  31% 34% 35% 

次に、参加後に向上した、あるいは学びがあった学修項目を 5段階の自己評価アンケート調査
を行った。その結果が以下通りである。全体的に学びの少なかった学修項目として｢科学的知
識｣、｢リーダーシップ｣、｢革新性・創造性｣が挙げられるが、短期間で学修成果が得にくい項目
であるか、MUN の性質上、これらの項目の学修機会はなかったものと推測される。学部生に関
して、大学院生と比べると｢スキル・テクニック｣で成果があったようで、加えて｢グローバル社
会｣、｢地球規模課題｣、｢多様性｣の理解が進んだと回答している。グローバル専攻型の学生につ
いて、スキル・テクニック型項目と態度・姿勢型項目全般において比較的高い自己評価が見ら
れ、｢地球規模課題｣、｢合意形成｣｢積極性｣の面で特に学びがあったと回答している。日本人学
生については、｢スキル・テクニック｣と｢態度・価値観｣の両方で向上が見られなかったと回答
しており、他の種類の学生と比べると全体的に学習成果の自己評価が低い。 

 
 
２）Learning Environment 学修環境 
MUN の参加における問題を把握するために学生と教員に対して行った自由アンケートによると
（Cowie 2019）、英語交渉と決議文作成の訓練により学修時間が必要であるようだ。しかし、
MUN に不慣れな初任教師も少なくなく、教員を指導するための枠組みの必要性が示唆されてい
る。MUN 参加において学生が使用しているデジタル・テクノロジーを調査した（Cowie 
2021）。準備段階では、情報収集や共有に使用されるものが多数ある (Google 関連ツール、
Line、Padlet など)。イベント参加において、報告書や決議案の作成に主に使用されるツール
は Google Docs だった。教員による学生指導に関して、翻訳ソフトや文章共同作成ツールの効
果的な使用が参加の成功の鍵を握るため、これらのデジタル・テクノロジーの訓練を授業に取
り込む重要性が示された。MUN は、参加学生がある特定の国の代表として行動する大規模なロ
ールプレイ活動である。事前に当該国に関する基礎情報や、気候変動や核兵器などの地球規模
課題についても集中的に学修して参加を準備する。また、参加学生は、会議アジェンダで示さ
れた特定の問題を解決するのに、他の代表と交渉しながらに決議文を作成することから、外交
官のような交渉力と英語力が同時に求められる。母語で行うのも大変なのに、全員が英語でコ
ミュニケーションを行う MUN ではさらに作業のハードルを高める。しかし、多くの学生にとっ
て人生を変えるほどの出来事であり、MUN 以外の科目における学修意欲を高める役割が認めら
れる。コロナ禍における学生の学修意欲低下という一般傾向の中で、MUN の参加学生のみ TOEIC
の点数が飛躍的上がるという現象が見られた（Fast 2021）。アンケートを行ったところ、MUN
が提供する学修環境は目的意識を持って学習を行うことができたという意見が多かった。オン
ラインのおかげでできた時間の余裕を聴解力の向上や語彙の拡充に活用した。また、オンライ
ンであっても、MUN への参加はさまざまな種類のコミュニケーション活動を行う機会になっ
た。高校では英語を勉強したが、MUN では英語を使用することを学んだ。多くの学生は、MUN の
ようなトピックは問わずに英語で議論する科目を増やすべきという意見、教員主導の授業では
なく学習者主体で進める授業が必要という意見などがあった。さらに、英語ネイティブでなく
とも多様なバックグランドを持つ外国人留学生や外国人教員の多い学習環境が理想という意見



があり、時折日本人の英語教員が日本人学生同士の間で英語で話させることに対する違和感が
示されたのは興味深い。 
 
３）Learners' Competence 学修者コンピテンス 
特定の談話分析を通して国際交渉力を測った（Parepa & Kida 2022, Kida 2023）。参加者のポ
ジションペーパー（PP）を談話分析すると、以下の種類が見られた。 

Type Length Richness Subjectivity 談話の特徴 
A ++ ++ ++ 長く、論理マーカーや主観性マーカーの豊か 
B ++/+ ++/+ - 比較的長く論理マーカーあるが主観性に欠ける 
C ++/+ -- ++/+ 比較的長く主観性はあるが論理マーカーに欠ける 
D - + --/- 論理マーカーはあるが、比較的短く主観性に欠ける 
E --/- -- + 主観性はあるが、比較的短く論理マーカーに欠ける 
F --/- --/- --/- 長さは短く、論理マーカーと主観性両方に欠ける 

 
フィールド観察から 3種類のコミュニケーション形態が見られるが、PPとの関連性は以下の通
りである。 
｢Oral Entertainer｣：PP をあまり気にせずに、観衆に対して自由なスピーチを行うスタイル、
主に Cタイプ（部分的に Dタイプと Eタイプ）が多い。主張がまとまっていないこともある。
口頭スキルには自信があるため、PP をぞんざいに扱ったのかもしれない。また、この種の学生
はグループ議論で中心的な役割を果たしているとはいえ、他の参加者との交渉に貢献できてい
るのか明らかにする必要がある。 
｢scenario performer｣：PP の文面を見ながらも、観衆に呼びかけるようなスピーチスタイル
で、主に Aタイプと Bタイプが多い。STEM の外国人留学生によく観察された。この種の学生は
落ち着いた姿勢で議論に参加している印象があり、ループ議論でも他の学生に配慮をしながら
交渉に臨んでいるようだ。 
｢scenario reader｣：PP の文面を読み上げることに終始するスタイルで、Dタイプと Eタイプと
Fタイプが多く、日本人学生の多く含まれる。この種の学生はグループ議論でも無言か聞き役
に徹していることが多い。この種の学生には PPを書く談話能力に加えて、聴解力や産出能力を
中心にした総合的なコミュニケーション能力を訓練する必要性が認められる。 
 
４）Research Methodology for Global Education グローバル教育のための研究方法 
模擬国連で入手できるデータを以下にまとめる。主なものはテキスト形式の言語データとビデ
オデータ（録画機器が必要）だが、イベントの事前・事後に参加者に対してアンケートを取る
ことを推奨する。 

 
５）国際交渉力を把握するための評価指標 
この能力は単なる英語運用能力を超えて、コミュニケーション行為や相互行為をマネージメン
トする側面がある。英語運用能力は国際交渉力の一部に過ぎないことは理解する必要がある。
ここでは学修項目を｢知識・理解｣｢技術・スキル｣｢姿勢・態度・価値観｣の３レベルで整理し、
それぞれ順次性と体系性を考慮した 27 の学修項目を設定した。これらは国際交渉力を下支えす
るものであり、知識・理解に関する学修が重要であることはいうまでもなく、これらの能力の
涵養できる教員を配置する必要がある。また、技術・スキルも英語運用能力以上に ICT 能力や
情報収集に関する能力に加えて、問題発見力、問題解決力、マネージメント力などの汎用コン
ピテンスの学修を忘れてはならない。 

Activity Activities-Skills Competences Oral/Written Outcomes Data 
Before conference 
 (Research) 

Information literacy 
Data collection and analysis 
Reading & Writing discourse 
Synthesis 

Linguistic C. 
Communicative C. 
Discourse C. 

Position Paper Text 

During the conference  
(simulation) 

    

Delegate speech 
(Formal debate) 

Presentation 
Rhetoric (V&NV) 

Linguistic C. 
Communicative C. 
Discourse C. 

Formal Speech 
(Memo) 

Video 

Unmoderate caucusing 
-regional bloc 
-committee 

Debate 
Mutual understanding 
Consensus building 
Collaborative writing 

Pragmatic C. 
Discourse C. 
Interactive C. 

Informal debate 
Working Paper 

Video 
Text 

Moderate caucusing Critical thinking 
Public interaction 

Discourse C. 
Interactive C. 

Formal debate Video 

Amendment Persuasion Persuasion Draft Resolution Text 
Vote Decision-making Decision-making Resolution Text 



知識・理解  技術・スキル  姿勢・態度・価値観 
・グローバル社会 
・地球規模課題 
・多様性・複雑性 
・国際社会の相互依存 
・文化多様性 
・共生社会 
・異文化理解力 
・グローバルシチズンシップ 
・専門知識 
・異分野理解力 

 ・情報収集力 
・情報活用力 
・他者対話力 
・情報発信力 
・国際コミュニケーション 
・問題発見力 
・文化発信力 
・合意形成力 
・対話マネージメント力 
・問題解決力 

 ・他者理解 
・自己認識・理解 
・積極性 
・共感力・対人関係構築 
・クリティカル思考 
・意見提案力 
・行動力 
・他者尊重・寛容性 
・リーダーシップ 
・革新的創造性 

 
６）結論 
MUN の参加学生の学術バックグランド（専門・専攻、学術レベル、外国人留学生・日本人学
生）を記述した。開催される MUN の種類により異なるが、ここでは日本で開催された MUN の参
加状況を明らかにした。一部の参加者に対して、MUN 参加を通して学びたいと考えている学修
項目についてアンケートを行い、異なるバックグラウンドによる違いがあることを明らかにし
た。また、MUN 参加後に学修できたとそれぞれの参加者が考える項目について調査を行い、異
なる学術バックグラウンドにより学習成果が異なることを明らかにした。主なものは、学部生
と大学院生との違いや、日本人学生と外国人留学生との違い、人文社会系学生（いわゆる文系
学生）と理工医学系学生（いわゆる理系学生）とこれらに当てはまらないグローバル専攻の学
生との違いである。MUN が潜在的に持つ学修項目を｢スキル・テクニック｣、｢知識・理解｣、｢姿
勢・価値観｣に３つのレベルで考察し、各レベルに考えうる具体的な 27 学修項目を抽出した。
これらの学修項目は国際交渉力を下支えする基本的なコンピテンシーであるが、同時にグロー
バル人材育成においても必要なコンピテンシーとして提案する。さらに、国際交渉力を言語・
コミュニケーション能力として具体的に定義するために、談話分析を活用して、上述の学術バ
ックグランドの異なる学生の交渉力を測る方法を開発し、フィールド観察で得られた口語コミ
ュニケーションとの関連性について考察した。以上の研究活動を通して見出しうる模擬国連に
アプローチする研究方法を提示した。これには書面のポジションペーパー（PP）の分析に加
え、ビデオやフィールド観察で得られるプレゼンターとしての能力を組み合わせること、そし
て MUN 事前・事後に行うアンケート調査である。この調査は自己評価アンケートであることか
ら、実際の交渉力とは異なるかもしれないが、言語データや口語コミュニケーションの分析に
比べると現実的な方法であるといえる。さらに、学生がどのような学修環境や教育方法を必要
としているのかを見出すこともできるため、国際交渉力学修やグローバル教育を考察する上で
有効であることを示すことができた。 
学習者の異なるプロフィールにより重視すべき学修項目を示唆し、我が国における限られた教
育資本を有効活用するための指針を示し、両者の有効性について議論した。能力涵養のために
は、交渉すべき内容を重視する学修と英語運用能力を主に訓練するスキル学修の両方が必要で
ある。英語の語学教員よりも日常的に英語で交流できる外国人留学生の有用性や、学術的に適
切な内容重視学修を英語で担える教員の欠如が問題として浮上した。我が国における限られた
教育資本を有効活用するために、今後の教員人事計画や国際化プログラムを考える上で考慮す
べき点であろう。また、近年の学際型プログラムを含むグローバル教育全般にとっても１つの
指針となるだろう。 
大学の初期段階から（できれば中等教育から）グループ活動や議論を中心に据えた科目を通し
て交渉活動に慣れておく必要がある。模擬国連を行うには、医学・理工系の学生を含めた学術
バックグラウンドの多様性を富む参加形態が望ましい。特に理工系やグローバル専攻の学生は
国際交渉力をそれぞれの専門で訓練されており、人社系の参加者に欠けている部分を補う。ま
た、口語コミュニケーションに長けている外国人留学生はグループ議論に見られる交渉力を身
につける必要がある。 
日本人学生の参加について、しかし、短期間で身につけられるものではないと思われる。コミ
ュニケーション行動における消極性を補うために、扱うアジェンダに関する学修が必要であろ
う。また、国際社会でしばし話題になるアジェンダや地球規模課題に関する知識を身につけて
おくことが望ましい。 
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